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研究成果の概要（和文）：　本研究は，自閉スペクトラム症（ASD）学生の大学生活のストレスマネジメントに
おけるピア・サポートの効果の検証を行った。（１）2930名を対象にした質問紙調査の結果，ASDの傾向がある
学生は，人間関係の困難のみならず，成績不振等の修学上の困難に直面したり，将来の就職に関して不安を抱い
ている傾向が見出された。（２）障害学生の居場所スペースでの大学院生による継続的なピア・サポートは，
ASD等の発達障害学生のコミュニケーションを促進することが示唆された。（３）ピア・サポートによる発達障
害学生への個別学習支援は，学生の修学上の困難の低減だけではなく，相談スキルの向上に効果があることが示
唆された。

研究成果の概要（英文）：　This study examined the effect of peer support on stress management of 
students with Autism Spectrum Disorder (ASD) in terms of their university life. (1) The results from
 the questionnaire survey targeted at 2930 students showed that students with ASD tendencies are 
likely to face not only difficulties in interpersonal relationships but also learning difficulties 
such as poor grades and feel more concerned about finding a job after graduation. (2) They suggested
 that the continuous peer support by graduate students in the community space of the Office for 
Students with Disabilities for those with developmental disabilities such as ASD promotes 
communication among them. (3) They indicated that the individual learning support for students with 
developmental disabilities through peer support is effective for not only reducing their learning 
difficulties but also improving their communication skills.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： 自閉スペクトラム症学生　大学生活ストレス　ピア・サポート
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　障害者差別解消法が施行され，大学教育においても発達障害とくに自閉スペクトラム症学生の心理・修学・就
労支援が大きな課題になっている。本研究は自閉スペクトラム症学生の大学生活ストレスを明らかにし，そのマ
ネジメントに同じ学生同士のサポートであるピア・サポートが果たす役割について明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
近年の大学において、自閉スペクトラム症の学生の修学・就労支援および適応障害等の二次障

害防止が大きな課題になっている（日本学生支援機構、2019）。研究代表者・分担者は、ストレ
スマネジメントの立場から、過去の人間関係のトラウマティックなストレス、現在の大学生活の
ストレス、そして将来の就労のストレスの適切な処理における、ピアサポートの効果を検証する。 
 

２．研究の目的 
 
（１）自閉スペクトラム症（以下 ASD とする）の診断がある学生や、診断の有無や特性の程度

に関わらず自閉スペクトラムの傾向を有する（以下 AS 傾向とする）学生が大学生活でどのよう
なストレスを感じ、どのような支援が必要なのかを明らかにする。 
（２）ASD 学生を含む発達障害学生の人間関係のストレスマネジメントに居場所支援のピア・

サポートが果たす役割について検討する。 
（３）ASD 学生を含む発達障害学生の修学のストレスマネジメントに学習支援のピア・サポー

トが果たす役割について検討する。 
 
 
３．研究の方法 
 
（１）①平成 23 年から平成 29 年 5 月までの、大学に支援申請があり認定された発達障害学生
（以下支援対象学生とする）29名（ASD：25 名・ADHD：4 名）を対象として、支援申請時の「修
学等で困っている点」と「希望する支援」のチェックリストの回答および、関わった支援者（コ
ーディネーター1名・カウンセラー2 名）の評価に基づいて、彼らが感じた悩みと実施した支援
の分析を行った。 
②平成 30年 4月の学生定期健康診断時に質問紙調査を実施した。1年生と留学生を除く全受診

学生に回答を求め、最終的に 2930 名が分析の対象となった。質問紙は次の３つから成っていた。
1.ASD 関連困り感尺度（高橋ら、2017）：自閉的困り感尺度（8項目）と対人的困り感尺度（5項
目）の下位尺度から成る。2.学業と就職に関する悩みや不安：早坂ら（2018）で見いだされた、
学業に関する悩み（4 項目）と進路・就職に関する不安（3項目）から成る。3.学業と人間関係
に関する悩みへの対処：「勉強のことで困った時にどうしていますか？」という問いに 8つの選
択肢から複数回答可で選択する。同様に「人間関係のことで困った時にどうしていますか？」と
いう問いにも選択回答する。 
 
（２）支援対象学生が自由に休憩・勉強する 30 ㎡ほどのスペースに、支援対象学生のコミュニ
ケーションを促進する目的で、臨床心理学を専攻する大学院生を有償ピア・サポーターとして配
置した。サポーター院生は、女性 5名、男性 1名であった。サポーターは平成 29 年 7月から平
成 30 年２月まで、授業期間中、各自週１回、60分～120 分程度、シフト制でスペースにいるよ
うにした。サポートが終了した平成 30年 3月、スペースをよく利用していた発達障害学生 7名
とサポーター6名と個別面談し、以下の項目について半構造的に聞き取りを行った。 
 
（３）発達障害学生の学習面でのストレス低減を目的に、支援室スペースでの有償のピア・サポ
ート学生による個別学習支援を実施した。対象は学習支援を希望する支援対象学生で、支援室職
員が必要であると判断した学生だった。平成 24 年度から 30 年度までのべ 30名の発達・精神障
害学生が対象になった。サポーター学生は支援対象学生の希望科目に応じて、学内ネットワーク、
ポスター掲示、支援室職員による個別依頼によって募集した。平成 24年度から 30 年度までのべ
39 名の学生がサポーターになった。学習支援は支援室スペースにおいて、原則として週１回 90
分実施した。支援内容はおもに専門科目の予習・復習と試験対策を行った。 
 
４．研究成果 
 
（１）①29 名の発達障害学生の修学面の問題で多かったのは、「授業がわからない」（69％）、「授
業への集中力が続かない」（55.2％）、「提出物の期限が守れない」（51.7％）で、人間関係の問題
は 58.6％の学生が直面していて、「友人ができない」、「人とうまく関われない」、「自分の意見や
気持ちをうまく話せない」の順で多かった。性格・行動面では 55.2％の学生が悩んでいて、「す
ぐパニックになる」、「興味のあることだけに没頭してしまう」、「大学に行けない」の順で多かっ
た。進路・就職の問題は 55.2％の学生で、「就職できるのか心配」、「就活の仕方がわからない」、
「就職後の人間関係が心配」の順で多かった。これまでの支援経験に基づいて、ASD 学生の「授
業がわからない」等の修学面のストレスには個別学習支援が有効であり、人間関係のストレスで
は同年輩者との関係に苦手意識をもつ学生が多かったことから、同年輩者と関わる機会の提供
を充実させる必要があると考えられた。また、こうした大学が用意する様々な支援を ASD 学生が
利用しやすいように提供することも必要である。 



 
 
 
 
②ASD に関連する困り感をもつ学生、つまり AS傾向が推測される学生は、そうでない学生に比

較して人間関係の困難のみならず、成績不振等の学業上の困難に直面したり、将来の就職に関し
て不安を抱いている傾向が見出された。また、AS 傾向がある学生は勉強で困った時の対処とし
て、「友人に聞く」よりも「ネットや本で調べる」、「とくに何もしない」傾向があり、人間関係
で困った時の対処としては、「友人に聞く」よりも「大学の相談窓口に相談する」、「ネットや本
で解決策を調べる」、「SNS で相談する」傾向が見出された。これらの結果から、AS 傾向がある学
生の学業困難の背景には、同級生に相談できず、勉強で困っても何もできないことがあることが
うかがわれた。しかし一方で、ネットや本の利用には親和性があり、それに加え人間関係の悩み
への対処では大学の相談窓口がリソースになりうることが示された。したがって、困難を抱えた
AS 傾向がある学生をネットを活用して大学の相談窓口につなぎ、そこから、学業、人間関係、
性格・行動、そして進路・就職のそれぞれの専門スタッフが彼らの悩みの解消を目指したコミュ
ニケーションを展開する仕組みを整備することで、大学が彼らの心理・社会的成長の場として機
能するのではないかと考えられる。 
 
（２）７名の支援対象学生からの聞き取りでは、５名の学生がサポーター院生と「話した」と
回答し、話す内容は６名が「大学生活、世間話」で、「趣味・遊び」３名、「勉強」３名、「愚
痴」２名であった（複数回答）。そして「サポーターは今後も必要か」という問いに、６名が
「今後もサポーターはいた方がよい」と答えた。今後いてほしいサポーター像は、「親しみやす
い人」が５名、「勉強を教えてくれる人」４名、「年上の人」２名という回答だった（複数回
答）。 
６名のサポーター院生への聞き取りにおいて、話しかける際の工夫について聞いたところ、「勉

強している時は話しかけるタイミングを考えた」２名、「３人目が会話に入りやすいようにした」
２名、「（持っている飲物、相手の好きそうなことなど）小さいことから話しかける」、「２人で話
している時に自分が入っていく」といったことが挙げられた。また、困ったことについて、「ス
ペースが勉強する人ばかりの時は手持ち無沙汰になった」が２名、「特性や性格がわからないの
で話しかけにくかった」１名が挙げられた。今後いてほしいサポーター像は「親しみやすい人」
が２名、「（勉強の話ができるよう）同学部、同学年の人」が２名、「話しかける姿勢をもてる人」、
「話を聴ける人」がそれぞれ１名であった。 
これらの結果から、発達障害学生への「居場所」の提供と、そこでのコミュニケーションを促

進するためのピア・サポーターの配置は有効であることが示唆された。ただし、そうした居場所
は、学生にとって大学生活や趣味についての「コミュニケーションの場」であると同時に「学習
の場」でもあり、ピア・サポーターには学生がどちらを求めているのかを見分ける力、そして話
を聴く力と同時にファシリテーターとして自分から学生に話しかける力や学生同士をつなげる
力や工夫が必要であることが明らかになった。 
（３）個別学習支援の実践をとおして、ピア・サポートの支援対象学生にとっての意義は３つあ
ると考えられる。１つは社会的障壁の軽減である。大学の授業では「授業がわからない」と「友
達がいない」は密接に関連していて、友達づくりが苦手な学生は現実には単位取得が困難になり
がちである。コミュニケーションや社会性の障害がある発達障害学生にとってこれは社会的障
壁であり、サポーターによる学習支援はその軽減になったと考えられる。２つめは相談スキルを
学ぶ機会となることである。学習支援を受けながら単位取得をするという成功経験をとおして、
「困った時は誰かに相談すればよい」という、大学卒業後も必要なスキルを体験的に学ぶことが
できる。３つめは、「適当にやる」という感覚を学ぶ機会となることである。とくに自閉スペク
トラム症の学生は「適当にやる」のが苦手であることが多いが、彼らはサポーターから「この科
目は全部やらなくてもここまでやっておけば大丈夫」と言われると、職員から言われるよりも腑
に落ちるようであった。これは受講者という同じ立場であるからこそであり、ピア・サポートの
利点といえる。 
事例１：Ａさんは小さい頃に発達障害の診断を受け、本学理系学部入学時から支援申請を行っ

た。Aさんは、講義中に内容がわからなかったり、思いがけないことがあるとパニックを起こし
て教室を飛び出すことがよくあった。2年次より学期中１〜２科目、同学科の同級生の学習支援
を受ける。そのサポーター学生は A さんの特徴を理解し、対象科目だけではなく、実験や演習で
も Aさんがパニックにならないように、他の学生との橋渡しをしてくれた。Aさんも「講義がわ
からなくても、週に１回支援室に来れば大丈夫」と言うなど、徐々に安心して講義を受けられる
ようになった。６年目まで学習支援を受け、所属学科の配慮も受けて卒業した。 
事例２：Ｂさんは３年次から精神的に不安定になり、授業に出席できなくなった。医療機関を

受診し精神疾患の診断を受けたが服薬治療は拒否した。保護者とカウンセラーの説得で大学に
支援申請はしたが、実際に配慮を受けることは拒否した。その後症状が悪化したため入院し、留
年することになった。退院後は服薬治療を受けたこともあり授業に出席できるようになった。Ｂ
さんから「学習支援を受けたい」と希望があり、発達障害で支援認定を受けている、同学科の下
級生がサポーター学生として苦手な専門科目の支援を行った。Ｂさんは２年間学習支援を受け、



所属学科の配慮も受けて卒業した。  
学習支援はサポーターにとっても教育的効果が期待できる。サポーターには支援対象学生が求

める科目について、彼らの気持ちを理解して教える力が必要である。サポーターからの事後の聞
き取りでは、発達障害の学生の行動が理解できるようになったと述べたサポーターがいた。これ
は教科書に書いてあるような発達障害の特徴の理解という意味ではなく、支援対象学生とのコ
ミュニケーションをとおして、周りの人間からすれば異常な行動であっても、その学生にとって
は理由がある行動であることが理解できるようになったという意味であった。これは、発達・精
神障害者への差別解消にとって重要な学びであると考えられる。 
ピア・サポートによる居場所支援と学習支援のいずれにおいても、サポーターには一定の専門

性や適性が求められること、支援対象学生とサポーターを見守る担当職員の強い関与が不可欠
であることが明らかになった。ピア・サポート担当職員は、サポーターを選ぶ際には学生の希望
や意志だけではなく、募集過程での適性の確認、応分の謝金などを考える必要がある。一方で、
サポーターへの要求水準が高すぎると確保が困難になるとともにピア・サポートの趣旨からも
逸れてくる。サポーターの専門性や適性の問題と支援対象学生のニーズとのマッチングは担当
職員にとって重要な仕事であり、ピア・サポートを実施する際の課題となる。 
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